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はじめに
免疫学の中で最近よく使われるようになった抗原 pre‘ 
senting 細胞 (antigen-presenting cell) や抗原の 
presentation (antigen presentation) とはどのような
細胞であり，またどのような意味をもっているのであろ
うか? Metchnikoffによって発見され名付けられた
マクロファージは主にその形態や貧食作用という機能的
側面でその解析が進められた。そして今迄このマクロフ
ァージは単なる掃除役あるいは accessoycellとして免
疫学の中に甘んじていた。ところが， Erb &Feldmann 
による helperT細胞の誘導に関する研究1)や， Shev-
ach & Rosen thalによる macrophage-proliferati ve T 
cell interactionに関する研究2川により，マクロファ
ージの異った機能が解析され始めた。この機能とは抗原
をT細胞に presentし， T細胞を活性化する能力を意
味している。さらにさまざまな抗原に対する免疫応答性
を統御する免疫応答遺伝子心が，この抗原 presenting
細胞に発現されていると考えられる成績が遺伝学的解析
が進んでいるマウスを用いた，研究で出され始めた。また
今迄古典的な形態学で把握されていたマクロファージだ
けがこの antigenpresentationの能力をもっと考えら
れていたが， 表皮中の Langerhans細胞にもその能力
が認められ，好中球もその候補者として名乗りをあげて
いるのである。ここでは抗原をT細胞に対じて present
しT細胞を活性化するという機能的側面でとらえられた
抗原 preseting細胞について述べてみたい。 
1. T細胞の活性化機構
抗原特異的に DNA合成を起こす T細胞 (prolifer-
ative T cell)は抗原のみでは活性化されない。 T細
胞の活性化には「抗原+Ia抗原」が必要なことが抗 Ia
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抗体と抗原特異的T細胞の proliferationのシステムで
明らかになった。そして抗原を Ia抗原とともにT細胞
に presentし，活性化させる能力をもっ細胞が「抗原 
presenting細胞Jである。このことは逆にT細胞側か
ら考えると，ただ単に抗原のみを認識しているのではな
抗原」を認識しているともいえるのであ+Ia抗原Iく， 
る。例えば， Aという系と Bという系との聞にできた 
(AXB) Flマウスを抗原で免疫すると「抗原+AJを
認識したT細胞クローンと， I抗原+BJを認識したT
細胞クローンが Flの生体内に存在していることが証明
されているの。では実際に， どのように抗原 presenting
細胞は抗原を Ia抗原と共にT細胞に present してい
るのであろうか? この疑問は未だ免疫学の謎となって
いるT細胞レセプターの解析と表裏一体の問題として重
要であり，現在二つの大きな考え方があるが結論は出
されていない。図 1に示したように「抗原+Ia抗原」
という形で従来いわれてきた抗原と抗原 presenting細
胞上の Ia抗原が複合体 (complexantigenic determi-
nant，mocli五edself) となって始めてT細胞に認識さ
れるとする考え方と， I抗原J+IIa抗原」という形で「抗
原」認識 unitと抗原 presenting細胞の iIa抗原」認
識 unitが別個にT細胞に存在し，この両 unitsが lonJ
になり女台めてf舌'性イ七さオもる (self or not-self recog-
nition uint) のモデ、ノレが考えられている。 さらに， 抗
原 presenting細胞上の Ia抗原が selfでなければな
らないのか， あるいは allo Ia抗原でもよいのかとい
うT細胞レセフ。ターの多様性が現在問題になっているの
である。いずれにせよ， proliferative T細胞を始め 
helper T 細胞や delayed-typehypersensitivity の 
effecfor細胞などは抗原のみでは活性化されず，抗原 
presenting細胞による antigenpresentationがその 
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活性化に必要なことが明らかになったのである。 
2. 免疫応答遺伝子(Ir遺伝子)と抗原 presenting
細胞
免疫応答性を統御している Ir遺伝子が，抗原 pre-
senting細胞と T細胞間相互作用を統御していることが
解明された6)。抗原 presenting細胞と T細胞が主要組織
適合性遺伝子複合体に存在する I領域に共通の haplo-
type をもつことが細胞間相互作用に必要なのである。
このことは免疫応答性を統御している Ir遺伝子が実は
抗原 presenitng細胞-T細胞間相互作用を統御する
ことによりその生体の免疫応答性を決定していることを
示すものであり，さらには Ir遺伝子が抗原 presenting
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(Self or Not-Self Recognition Unit) 

1. 
T細胞がその候補者として考えられているのである(図 
2)。現在のところ抗原 presentationに使われている 
Ia抗原と conventionalIa抗原との差異は明らかに
されておらず，また，貧食の抗原 presentotianにおけ
る役割も解析されていない。 
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マウスとの聞の FlT細胞は高応答性 parentおよび 
F1の抗原 presenting細胞のみに活性化され， 1領域を
共通にもつ低応答性 parentの抗原 presenting細胞で
は活性化されないことが分ったので、ある。 このことか
ら，さまざまな F1T細胞クローンからある特定のクロ
ーンを選択する能力を抗原 presenting細胞がもってい
ると考えられるのである。いいかえれば，抗原 present-
ing細胞の抗原 presenting能力こそ T細胞クローン
の多様性を決定し，免疫応答性を遺伝的に調節している
ものと考えられるのである。 
3. 抗原 presenting細胞の性状
抗原 presenting細胞の膜抗原やその性状が解析され
るに従い，古典的なマクロファージのみが必ずしも抗原 
presenting細胞とはいえなくなってきた8，ω。抗原 pre-
senting細胞の最も重要な膜抗原は Ia抗原であり，
この Ia抗原は抗原の presentationに重要な役割を担
っていると考えられる。一種類の抗原 presenting細
胞は Thy-1抗原や免疫グロプリンをもっていない細
胞，例えばマクロファージ系の Ia抗原陽性細胞が考え
られるが，最近モルモットのシステムで表皮に存在する 
Langerhans細胞が抗原 presensting細胞として名乗
りをあげた10)。他にも Ia抗原陽性の好中球， B細胞や
図 2.
おわりに
抗原 presenting細胞あるいは抗原の presentation
という言葉は，従来のマクロファージと T細胞を用いた
細胞間相互作用に着目した研究を中心に提唱された概念
である。免疫学の発展に伴い免疫応答機構をっくりあげ
ているさまざまな免疫担当細胞及びそれらの亜種間の協
同作用が解析されており，これによってさまざまな場面
における抗原の presentationという意義が解明され，
そして Ir遺伝子の実体はなんであるかという疑問にも
答が出されるであろう。生体に出現した抗原を最初に非
自己と認識し，その抗原を Ia抗原とある形で presen
し，ある特定の免疫担当細胞を賦活化することによりそ
の生体の免疫応答性を決定する能力をもっているとい 5
可能性を秘めた細胞として抗原 presenting細胞が免護
学の中に登場したのである。
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